
行
動
は
、

早
朝
の
ト
ヨ

タ
本
社
前
と

刈
谷
駅
の
宣

伝
行
動
、
11

時
か
ら
は
名

古
屋
駅
前
の

西
柳
公
園
で

集
会
に
６
５

０
名
が
集
結
。

集
会
で
は

「
物
価
高

騰
を
大
幅

に
上
回
る

賃
上
げ
が

必
要
。
そ

の
た
め
に

ト
ヨ
タ
の

よ
う
な
大

企
業
が
社

会
的
責
任

を
果
た
し
下
請
企
業
に
至
る
ま

で
賃
上
げ
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

行
動
に
駆
け
つ
け
た
全
労
連
の

石
川
副
議
長
は
、
「
24
春
闘
は
追
い

風
が
吹
き
、
か
つ
て
な
い
期
待
が
集

ま
っ
て
い
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景

に
た
た
か
お
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。約

30
分
の
集
会
後
は
西
柳
公
園
を

起
点
に
駅
前
の
高
層
ビ
ル
郡
を
一
周

し
て
、
「
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
と
ろ

う
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し
て
市

民
に
訴
え
ま
し
た
。

（
記

執
行
委
員
長
）

２
月
３
日
、
中
央
本
部
主
催
の

自
世
代
委
員
学
習
交
流
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

役
員
の
方
が
会
社
側
と
な
り
我
々

が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
従
業
員

と
い
う
設
定
で
模
擬
団
体
交
渉
を
行

う
と
い
う
内
容
で
し
た
。
私
達
は
、

春
闘
の
賃
上
げ
、
人
員
補
充
、
経
営

状
況
の
開
示
、
書
面
で
の
回
答
の
要

求
書
に
対
し
て
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
や
お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
経
営
者
側
と
闘
い
ま
し
た
。
途
中
、

経
営
者
側
か
ら
呼
び
出
さ
れ
、
「
経

営
側
に
つ
い
て
く
れ
る
な
ら
君
の
出

世
を
約
束
す
る
」
旨
の
不
当
労
働
行

為
も
あ
っ
た
り
し
、
実
際
に
遭
遇
し

そ
う
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
用
意

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

、

仲
間
と
相
談
し
な
が
ら
、
抗
議
文
を

出
し
た
り
、
団
体
交
渉
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
要
求
の
達
成
を
目
指
し
ま

し
た
。
最
後
の
ま
と
め
で
は
、
中
執

の
皆
様
よ
り
「
実
際
の
自
分
の
生
活

の
体
験
を
話
す
と
よ
い
」
「
ス
ト
権

確
立
の
書
面
提
出
し
た
ほ
う
が
良
か
っ

た
」
「
も
う
少
し
強
く
抗
議
し
た
方

が
良
い
」
な
ど
の
助
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

夜
は
初
見
の
方
々
と
お
酒
を
飲
み

な
が
ら
職
場
の
状
況
な
ど
話
し
な
が

ら
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
記

執
行
委
員
Ｋ
）
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24春闘 恒例のトヨタ総行動！！
2/12：全国一般から８名参加！

愛知アクリル争議支援共闘会議 中間報告集会
＝＝２月１０日：労働会館＝＝

私たちは、日本アクリルの一方的な工場閉鎖と全国一般労働組合員の差別的な解

雇に反対して会社側と争いを続けてきました。

2023年の名古屋地裁・名古屋高裁の不当な判決を受けて、争い は最高裁へと持

ち込まれました。東京都労働委員会の調査も続いています。

今回の中間報告では、東中 全国一般中央執行委員長の基調報告により、地裁や

高裁の判決の問題点が整理されて、会社側の不誠実な対応が浮き彫りにされました。

日本アクリルの名古屋工場閉鎖と組合員解雇の問題は、世界的な大企業ダウ・ケミ

カルが、そこで働く従業員の生活や地域に与える影響を無視した身勝手な行動で、

受け入れてしまえば私たち労働者全体の価値を下げてしまうものです。集会の最後

には２２名

の参加者全

員で団結ガ

ンバローを

して気持ち

をひとつに

しました。

(記 執行部)

右はニコニコしていますが意地

悪？な経営者役をしてました


